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　「議会基本条例」に基づいて、議会活動に関する情報公開を徹底し、町民のみなさんに議会での出
来事をお知らせするため、５月６日に北条改善センター、駅前公民館、社会福祉協議会の３会場で同
時開催しました。議会から活動を報告した後に、24人の参加者から活発な意見・提言をいただきました。

　広域合併など将来的な視野で取り
組んでほしい。住民も議論に参加で
きるようにしてほしい。

庁舎統合、十分な検討を

自主防災組織が結成しやすいように

昼間は住民の７～８割が不在のため、防
災組織が機能しない。昼夜２体制にした
いが現実には不可能。町内63自治会は
それぞれ規模が違う中で、組織が結成し
やすい工夫をしてほしい。

2011/7月発行

○ 水木しげるロードは新しいものが次々
増え、観光客増につながっている。ふる
さと館は平面的な展示が多く、１回入っ
たら次は行かない。企画力の差を感じる。
　 ・入館料が700円と高い。　・国道９号線を走っていても看板が目立たない。
○ 役場からの道や駐車場を整備し、点から線の魅力ある地域に。全天
候型の迷路をつくるとか、アイデアを募るために住民を巻き込んだ
委員会を立ち上げては。
○ 町民の盛り上がりとかサポートが全くない。建物壁面などを利用し
て広告スペースをつくり、企業スポンサー(サポーター）を求めて
はどうか。

がんばれ！青山剛昌ふるさと館

　事前に電話で来庁の旨を伝えていたの
に担当者が不在で、応対した職員に「代
わりにやって欲しい」と言ったら、「担
当でないから分からない」と断られた。
役場職員の来客対応を改善してほしい。

　高齢者や社会的弱者が利用しやすく見
やすい窓口の一覧や、手続き先一覧をつ
くってほしい。

職員対応が悪い！

利用しやすい窓口一覧が欲しい

　保育所・幼稚園の産休・育休の補充職
員は臨時職員ばかり。町報の職員系統図
の「保育士」の一律表記は意図的なのか。
給与条件を含め、就労条件を公平に。

臨時職員の就労条件は？

参加者
からの
意　見
提　言

ご
意
見
・
提
言
を
い
た
だ
い
た
事
項
は
、
町

長
に
通
知
し
、
改
善
を
促
し
ま
し
た
。
そ
の

後
の
取
り
組
み
は
、
議
会
だ
よ
り
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

2011/7月発行

　議会だより21号（４月発行）でアンケートを実施しました。ご協
力いただいた皆さん、ありがとうございました。今後とも、よりわ
かりやすく議会の様子をお伝えしていきます。

　
　
　

今
後
、
ど
の
よ
う
な
記
事
が
あ
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

○ 

議
員
の
写
真
が
中
心
で
、
文
章
が
少
な
い
。
執
行
部
と
の
や
り
と
り

を
そ
の
ま
ま
記
載
す
れ
ば
。

○ 

議
員
の
通
信
簿
↓
以
前
に
議
会
で
の
質
問
回
数
、
発
言
回
数
が
出
て

い
て
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。

○ 

体
裁
だ
け
を
気
に
し
て
い
る
よ
う
な
「
議
会
だ
よ
り
」
は
必
要
な
い
。

本
町
の
根
本
的
な
課
題
を
も
っ
と
掘
り
下
げ
て
。

○
議
案
毎
の
各
議
員
の
賛
否
状
況
。

○ 

徹
底
し
た
財
政
再
建
の
議
論
を
し
て
欲
し
い
。
そ
し
て
、
議
論
の
内

容
を
記
事
に
し
て
。

　
　
　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
議
会
放
映
を
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

○
一
般
質
問
だ
け
放
映
す
れ
ば
よ
い
。

○ 

大
変
わ
か
り
や
す
く
て
良
い
。
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
ほ
し
い
。
町
民
に

と
っ
て
情
報
入
手
に
役
立
っ
て
い
る
。

○ 

双
方
言
い
っ
ぱ
な
し
で
表
面
的
な
や
り
と
り
に
終
わ
り
、
議
論
の
深

ま
り
が
無
く
面
白
味
に
欠
け
る
。

○
カ
メ
ラ
位
置
を
時
々
変
え
て
ほ
し
い
。

○ 

内
容
の
一
部
カ
ッ
ト
な
ど
せ
ず
、
全
て
を
放
映
す
べ
き
。
議
員
の
評

価
が
で
き
る
も
っ
と
も
重
要
な
情
報
源
。

○ 

議
員
の
懲
罰
結
果
報
告
な
ど
が
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
た
。
議
員
の
資
質

を
知
る
大
切
な
内
容
。
カ
ッ
ト
せ
ず
全
て
を
放
映
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　

ご
自
由
に
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

○ 

議
会
だ
よ
り
は
良
く
工
夫
さ
れ
て
、
編
集
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
努

力
の
跡
が
伺
え
る
。

○ 

と
っ
て
も
わ
か
り
や
す
く
「
え
っ
！
こ
ん
な
の
初
め
て
」
と
感
心
し

た
。

○ 

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
立
派
な
（
金
を
か
け
た
）「
議
会
だ
よ
り
」
が
必

要
な
の
？ 

誰
の
た
め
の
「
議
会
だ
よ
り
」
で
す
か
？

○ 

議
員
は
、
数
千
人
の
町
民
を
背
負
っ
て
質
問
す
る
の
だ
か
ら
、
角
度

を
変
え
な
が
ら
厳
し
く
追
及
し
て
欲
し
い
。

○
答
弁
が
説
明
不
足
と
か
、
的
外
れ
と
思
わ
れ
る
場
面
あ
り
。

こんな意見いただきました

○
議を

○
議い

○
体本

協
わ

○○○

町民運動会で何がし
たいのか意図が見え
て来ない。

なぜやるの？
町民運動会

▶▶参加者からの意見・提言 平成23年　第１回
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産
業
建
設

産
業
建
設

  

委
員
会
が
提
案

委
員
会
が
提
案

原
発
の
耐
震
安
全
性
の

再
評
価
と
、
安
全
性
の

向
上
を
求
め
る
意
見
書

教
育
委
員
会

 

指
導
せ
よ

北
栄
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

 

経
営
状
況

　
　
　

石
丸
美
嗣

　

会
員
以
外
へ
の
ス
ポ
ー
ツ

情
報
・
案
内
が
遅
れ
た
の
は
。

　
　
　

周
知
徹
底
不
足
で

あ
っ
た
。
町
報
な
ど

で
も
周
知
す
る
。

　
　
　

町
の
体
育
協
会
が
な

い
と
裾
野
を
広
げ
る

の
は
難
し
い
の
で
は
。

　
　
　
　

体
育
指
導
委
員
の

活
動
で
推
進
し
て

い
る
。

　
　
　

教
育
委
員
会
も
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
の

指
導
を
徹
底
す
べ
き
だ
。

　
　
　

連
携
し
な
が
ら
進

め
て
い
る
。

問答問答問答

安
く
で
き
な
い
か
？

風
力
発
電
事
業

　
　
　

石
丸
美
嗣

　

高
価
な
望
遠
カ
メ
ラ
が
必

要
か
。

　
　
　

５
０
０
ミ
リ
の
望
遠

レ
ン
ズ
カ
メ
ラ
を
購

入
す
る
。
今
ま
で
は
、
双
眼

鏡
で
目
視
を
し
て
い
た
が
、

記
録
が
取
れ
な
い
し
、
ブ
レ

る
。
写
真
デ
ー
タ
を
メ
ー

カ
ー
に
送
付
し
、
対
応
を
決

定
す
る
こ
と
に
使
用
す
る
。

　
　
　

安
価
な
ビ
デ
オ
カ
メ

ラ
で
も
対
応
で
き
な

い
か
。

　
　
　

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
も

実
験
し
て
、
検
討
し

た
い
。

問答問答

　
　
　

長
谷
川
昭
二

　

今
回
、
専
決
処
分
と
し
た
理

由
は
。
現
在
の
滞
納
の
状
況
、

額
、
件
数
、
返
済
見
込
み
は
。

　
　
　

会
計
閉
鎖
が
５
月
31
日

と
な
っ
て
お
り
、
歳
入

が
見
込
め
な
い
。
住
宅
新
築
資

金
20
件
、
宅
地
取
得
資
金
８
件
。

20
名
。
総
額
２
７
０
０
万
円
。

　

失
業
・
倒
産
・
病
気
・
自
己

破
産
な
ど
の
理
由
に
よ
り
計
画

通
り
の
回
収
が
で
き
な
か
っ

た
。
弁
護
士
と
相
談
し
な
が
ら

回
収
を
進
め
る
。

　
　
　

今
後
の
欠
損
処
理
の
可

能
性
は
。

　
　
　

回
収
に
努
力
す
る
。

　
　
　

収
入
の
可
能
性
が
あ
る

の
で
５
月
31
日
ま
で

待
っ
て
い
た
か
ら
か
、
形
式
的

に
決
め
た
か
。

　
　
　

５
月
31
日
ま
で
回
収
努

力
を
し
て
い
た
た
め
。

　
　
　

井
上
信
一
郎

　

22
年
度
だ
け
の
滞
納
額
と
滞

納
者
は
。

　
　
　

３
５
３
万
円
で
、
新
た

な
滞
納
者
は
な
い
。

　
　
　

21
年
度
以
前
の
滞
納
分

の
回
収
金
額
は
。
返
済

の
最
終
年
度
は
。

　
　
　

回
収
金
額
は
２
０
４

万
円
で
、
最
終
年
度
は

平
成
32
年
。

　
　
　

21
年
度
の
滞
納
額
が
、

前
年
度
よ
り
減
っ
て
い

る
理
由
は
。

　
　
　

鳥
取
県
の
貸
付
助
成
補

助
金
を
活
用
し
て
、
返

済
に
充
て
た
。

　
　
　

今
後
、
滞
納
額
が
増
え

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る

が
。

　
　
　

借
受
者
と
の
連
絡
を
密

に
し
、
分
納
を
協
議
し

な
が
ら
弁
護
士
と
も
相
談
し
、

回
収
困
難
な
場
合
の
滞
納
処
理

策
を
講
じ
る
。

問答問答問答

問答問答問答問答

大
丈
夫
か
？　
住
宅
新
築
資
金
貸
付
事
業

６月定例議会

町長提案の
　６月９日から17日にかけて、６月定例議会が開かれました。町長から提案された補正予算や条
例など13議案をはじめ、陳情の審査、議会から発議された５議案などについて、活発な議論が行
われました。

▶専決処分（北栄町税条例の一部改正） ▶倉吉市との間における定住自立圏形成協定の変更

▶専決処分（住宅新築資金特別会計補正予算） ▶一般会計補正予算

▶専決処分（下水道特別会計補正予算） ▶国民健康保険特別会計補正予算

▶専決処分（合併処理浄化槽特別会計補正予算） ▶介護保険特別会計補正予算

▶北栄町税条例の一部改正 ▶風力発電特別会計補正予算

▶工事請負契約の締結（幼保一元化施設工事（機械設備）） ▶水道事業会計補正予算

▶工事請負契約の締結（幼保一元化施設工事（電気設備））

6月定例議会　提出議題
陳情件名 陳情者 採　決 委員会意見

世界の前提が変われば、戦争のない世
界が実現します。その前提を変える為
の決議を求める陳情

荒木　實 不採択
（全会一致）

北栄町議会としての判断する範囲を超え
ている

保育制度改革に関する意見書提出を求
める陳情 自治労連鳥取県本部  採　択  

（全会一致）
国と地方自治体の責任で、保育制度の拡
充を求める

新たな保育制度改革の導入に反対し、
すべての子どもの健やかな育ちを保障
するための意見書提出をもとめる陳情

公的保育制度を守り
豊かな保育を求める
鳥取県実行委員会

 採　択  
（全会一致）

国と地方自治体の責任で、保育制度の拡
充を求める

中学校で使用する新しい教科書の採択
に関する陳情

教科書を考える鳥取
県民の会

 採　択 
（賛12・反２） 

公正かつ適切な教科書採択を実施するこ
と

 

長
谷
川
昭
二

　

教
育
基
本
法
は
、
子
ど
も

ひ
と
り
一
人
の
「
人
格
の
完

成
」
を
め
ざ
す
教
育
か
ら
、

「
国
策
に
従
う
人
間
」
を
つ

く
る
教
育
へ
と
転
換
さ
れ

た
。
本
陳
情
は
、
歴
史
教
科

書
及
び
公
民
教
科
書
の
選
定

に
つ
い
て
、
そ
の
教
育
基
本

法
な
ど
の
全
面
改
定
を
受
け

て
、
そ
れ
に
も
っ
と
も
適
し

た
教
科
書
の
採
択
を
求
め
て

い
る
。

　

道
徳
心
や
愛
国
心
は
政
府

が
強
制
す
る
も
の
で
は
な

く
、
思
想
・
良
心
・
内
心
の

自
由
を
侵
す
お
そ
れ
が
あ
る
。

教
科
書
採
択
の
陳
情
に

反
対
討
論

陳情審査結果

可
決
可
決

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
福

島
原
子
力
発
電
所
が
被
災

し
、
重
大
な
被
害
が
生
じ
た

こ
と
か
ら
、
島
根
原
子
力
発

電
所
を
は
じ
め
と
し
た
全
て

の
原
子
力
発
電
所
の
安
全
性

評
価
に
つ
い
て
再
評
価
の
必

要
が
あ
る
と
し
て
、
政
府
及

び
国
会
に
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
で
可
決
し
ま
し
た
。

  

こ
の
取
り
組
み
は
、
所
管

の
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で

検
討
さ
れ
、
委
員
会
発
議
さ

れ
た
も
の
で
す
。



ここを う問町
政

答「
避
難
を
最
優
先
」

対
策
の
見
直
し

想
定
外

想
定
外
にに
対
処
対
処
せ
よ
せ
よ

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

飯
田
正
征
議
員

飯
田
正
征
議
員

６月定例議会では10人の議員が13問の一般質問を行った

長
谷
川
昭
二
議
員
・
青
亀
恵
一
議
員

長
谷
川
昭
二
議
員
・
青
亀
恵
一
議
員

長谷川昭二

　
　
　
　
　
　

東
日
本
大

震
災
の
想

定
を
上
回
る
津
波
に
よ

り
、
未
曾
有
の
大
被
害
が

発
生
し
た
。

　

本
町
で
も
、
新
年
の
大

豪
雪
、５
月
の
豪
雨
な
ど
、

予
想
を
上
回
る
自
然
気
象

災
害
が
起
こ
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
防
災
対
策
の
見

直
し
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
島
根
原
発
に
近

い
本
町
も
、
福
島
原
発
の

青
亀

　
　
　
　
　
　

東
日
本
大
震

災
を
教
訓
に

し
た
対
策
は
必
要
だ
が
、
そ

れ
以
上
の
災
害
を
想
定
し
た

ハ
ー
ド
対
策
は
、
財
政
面
か

ら
困
難
で
あ
り
、
避
難
を
最

優
先
対
策
と
し
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。
今
後
も
自
主

防
災
組
織
の
育
成
を
中
心
と

し
て
い
く
。
い
ち
早
い
避
難

の
た
め
の
連
絡
体
制
の
充
実

町
長

　
　
　
　
　
　

①
県
は
、
今

年
11
月
頃
を

め
ど
に
新
た
な
地
震
津
波
災

害
想
定
案
を
作
成
す
る
の

で
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
本
年

度
中
に
防
災
計
画
の
修
正
を

し
た
い
。

②
災
害
対
策
本
部
の
機
能
発

揮
の
た
め
、
定
期
的
に
訓
練

す
る
。

③
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を

未
組
織
自
治
会
に
強
く
働
き

か
け
た
い
。
ま
た
、
防
災
訓

練
・
研
修
な
ど
支
援
し
た
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　

災
害
時
の

住
民
の
安

全
を
ど
う
確
保
す
る
の
か

は
、
町
政
に
と
っ
て
の
最

重
要
課
題
で
あ
り
、
津
波

へ
の
対
策
を
中
心
に
本
町

の
防
災
計
画
を
見
直
す
必

要
が
あ
る
。

　

そ
う
し
た
観
点
か
ら
、

避
難
所
が
有
効
に
利
用
で

き
る
よ
う
に
備
え
る
こ
と

や
、
浸
水
し
て
通
行
不
能

に
な
ら
な
い
よ
う
、
避
難

路
の
確
保
も
必
要
。

長
谷
川

　
　
　
　
　
　

県
の
災
害
想

定
の
見
直
し

結
果
を
基
に
、
避
難
所
の
適

否
を
再
検
討
し
た
い
。
避
難

所
自
体
の
設
備
の
充
実
は
大

変
な
の
で
、災
害
時
の
通
信
、

食
事
、
保
温
の
方
法
な
ど
避

難
所
運
営
上
の
問
題
点
を
整

理
検
討
し
た
い
。

　

避
難
ル
ー
ト
は
、
自
主
防

災
組
織
の
訓
練
で
主
体
的
に

検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ

の
た
め
の
情
報
は
提
供
す

る
。
避
難
経
路
の
浸
水
は
、

早
急
な
解
消
は
難
し
い
が
、

河
川
改
良
な
ど
の
排
水
対
策

で
着
実
に
実
施
し
た
い
。

町
長

青亀　恵一

　
　
　
　
　
　

①
防
災
計
画

見
直
し
の
進

行
状
況
は
。

②
災
害
時
を
想
定
し
た
体
制

づ
く
り
は
。

③
自
主
防
災
組
織
づ
く
り

と
、
防
災
避
難
訓
練
の
定
期

的
実
施
へ
の
支
援
は
。

④
防
災
教
育
、
訓
練
な
ど
で

町
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る

べ
き
だ
。

⑤
広
域
消
防
、
町
消
防
、
自

衛
消
防
の
役
割
分
担
の
明
確

化
で
、
効
率
的
な
防
災
体
制

の
整
備
を
図
る
べ
き
だ
。

⑥
災
害
時
に
、
役
場
が
ど
う

機
能
す
る
か
、
実
践
的
な
対

策
を
行
い
、
地
域
の
防
災
力

を
高
め
る
こ
と
が
必
要
。
今

年
は
、
ど
ん
な
防
災
訓
練
を

す
る
の
か
。

飯
田

や
情
報
提
供
を
し
て
い
く
。

　

原
発
事
故
へ
の
対
応
は
、

町
単
独
で
解
決
す
る
問
題
で

は
な
く
、
国
の
基
準
作
り
や

電
力
会
社
と
の
安
全
協
定
が

必
要
で
あ
る
。
国
が
対
応
策

を
講
じ
る
べ
き
で
あ
り
、
国

や
県
に
強
く
要
望
す
る
。

飯田　正征

意
識
を
高
め
て

新
た
な
不
安
が
…

昭和62年　JR由良駅南側の浸水状況総合防災訓練

先
が
不
安
だ
！

④
地
域
の
防
災
訓
練
、学
校
、

各
種
団
体
の
会
合
や
町
報
な

ど
を
通
じ
て
、
防
災
意
識
の

向
上
を
図
る
。

⑤
管
轄
範
囲
は
決
ま
っ
て
い

る
。
火
災
以
外
の
大
規
模
災

害
時
の
対
応
な
ど
を
考
慮
し

た
役
割
分
担
を
各
団
体
の
理

解
を
得
な
が
ら
明
確
に
し
た

い
。

⑥
災
害
時
の
町
か
ら
自
治
会

へ
の
情
報
伝
達
・
指
示
に
基

づ
く
避
難
行
動
な
ど
、
実
践

型
の
訓
練
を
計
画
し
て
い
る
。

大栄庁舎前の案内図

事
例
と
同
様
の
二
次
災
害

の
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
。
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地域防災地域防災

答「再度検討・見直し」「再度検討・見直し」

津波への備え

答「県の見直しをもとに」
避難避難をを安全安全にに

！！

地域防災
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町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

　
　
　
　
　
　

３
月
定
例

会
で
広
島

県
世
羅
町
の
全
町
公
園
化

の
ま
ち
づ
く
り
成
功
例
を

参
考
に
、
北
栄
町
で
も
全

町
公
園
化
の
取
り
組
み
を

す
べ
き
と
提
言
し
た
。
町

長
も
「
積
極
的
に
取
り
組

み
た
い
」
と
の
答
弁
だ
っ

た
。
平
井
鳥
取
県
知
事
の

言
う
と
お
り
、
地
域
の
未

来
は
、
た
だ
待
っ
て
い
て

も
や
っ
て
こ
な
い
。

  

今
こ
そ
、
行
政
と
議
会

が
「
み
ん
な
で
や
ら
い
や

北
栄
町
、
み
ん
な
で
や
ら

い
や
町
づ
く
り
」
を
目
標

に
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す

べ
き
。

阪
本

阪
本
和
俊
議
員

阪
本
和
俊
議
員

井
上
信
一
郎
議
員
・
前
田
栄
治
議
員

井
上
信
一
郎
議
員
・
前
田
栄
治
議
員

オ
ー
ル
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
ま
ち

オ
ー
ル
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
ま
ち

　
　
　
　
　
　

平
成
22
年

度
で
３
億

１
６
０
０
万
円
あ
る
風
力

発
電
基
金
を
財
源
に
、
町

管
理
の
街
路
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

に
替
え
、
順
次
公
共
施
設

の
照
明
も
切
り
換
え
る
こ

と
で
電
気
代
は
お
お
よ
そ

半
減
で
き
る
。
削
減
分
を

財
源
に
、
一
般
住
宅
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
補
助
事
業
を
実
施

す
る
。

井
上

　
「
オ
ー
ル
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
ま

ち
北
栄
町
」
の
誕
生
で
あ

る
。
自
然
か
ら
生
ま
れ
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
得
た
収
益

を
、
そ
の
他
の
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
省
エ
ネ
事
業
に

活
用
す
る
と
い
う
循
環
を

つ
く
る
べ
き
。

　
　
　
　
　
　

基
金
条
例
に

よ
り
風
力
発

電
以
外
使
え
な
い
。
風
車
会

計
は
、
平
成
30
年
度
に
借
入

金
の
返
済
が
終
了
す
る
の

で
、
そ
の
頃
に
売
電
運
用
益

は
町
民
の
利
益
と
な
る
政
策

に
使
い
た
い
。

　

町
管
理
の
防
犯
灯
や
公
共

施
設
の
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
年
次
計
画
的
に
実
施
し
、

町
民
に
は
省
エ
ネ
の
普
及
推

進
を
図
っ
て
い
く
。

町
長

　
　
　
　
　
　

町
長
は
、

他
町
に
先

駆
け
た
政
策
で
魅
力
的
な

町
に
す
れ
ば
自
然
と
人
口

は
増
え
る
と
い
う
方
針
で

目
に
見
え
る
施
策
を
し
て

こ
な
か
っ
た
。

　

人
口
増
加
対
策
と
し

て
、
風
力
発
電
基
金
を
財

源
に
し
て
、
一
般
家
庭
の

電
気
の
基
本
料
金
の
半
額

補
助
や
15
歳
ま
で
医
療
費

免
除
な
ど
目
に
見
え
る
政

策
を
打
ち
出
し
て
は
。

前
田

　
　
　
　
　
　

定
住
促
進
で

は
「
空
き
家

情
報
バ
ン
ク
」の
整
備
、「
北

栄
町
産
業
振
興
奨
励
金
」
は

基
準
を
引
き
下
げ
、
小
規
模

な
事
業
所
に
も
使
い
や
す

く
、
分
か
り
や
す
い
制
度
に

改
正
、
子
育
て
環
境
整
備
で

は
、
経
済
的
支
援
と
し
て
保

育
料
の
１
割
軽
減
や
、
15
歳

ま
で
の
医
療
費
助
成
を
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
充
実
し
て
い

く
。　

基
金
は
、
風
力
発
電

以
外
に
は
使
用
で
き
な
い

が
、
平
成
30
年
頃
に
は
町
民

の
利
益
と
な
る
政
策
に
使
い

た
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　

今
後
は
、
６

次
産
業
化
や

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
呼

ば
れ
る
取
り
組
み
を
本
町
で

も
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
、
こ
の
取
り
組

み
は
中
心
に
な
っ
て
積
極
的

に
事
業
を
担
っ
て
い
た
だ
く

事
業
者
が
多
く
現
れ
て
こ
な

く
て
は
う
ま
く
い
か
な
い
。

こ
れ
ま
で
、
整
備
し
た
だ
け

で
立
ち
枯
れ
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
が
多
か
っ
た
。

　

世
羅
町
は
、
調
査
団
を
組

ん
で
訪
問
し
、
詳
し
く
調
査

す
る
。
そ
の
他
、
農
業
と
観

光
や
商
工
業
を
結
び
つ
け
て

地
域
活
性
化
に
成
功
し
た
事

例
な
ど
を
集
め
、
本
町
で
取

り
組
め
る
も
の
が
な
い
か
研

究
し
た
い
。    

町
長

答「
返
済
終
了
時
に
」

井上信一郎

答

前田　栄治

前
田

阪本　和俊

風
車
基
金

風
車
基
金
でで
省
エ
ネ

省
エ
ネ
をを

み
ん
な
で
や
ら
い
や

す
ぐ
に
活
用
し
て

思
い
切
っ
て
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人の憩うまちをめざして

答「調査研究する」

人口増加政策

答「基金は使えない」
半額補助半額補助でで電気電気

  料金  料金

全町公園化公園化を

チューリップ園の「花カフェ」

ふじ園のにぎわいチューリップ園での球根掘り

まちづくり まちづくり

！



町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

青
亀
恵
一
議
員

青
亀
恵
一
議
員

奥
田
伸
行
議
員
・
浜
本
武
代
議
員

奥
田
伸
行
議
員
・
浜
本
武
代
議
員

答「話題性・観光振興など」

湖南市との友好交流

　
　
　
　
　
　

滋
賀
県
湖

南
市
と
、

「
コ
ナ
ン
」
の
縁
に
て
、

友
好
交
流
の
動
き
が
進
ん

で
い
る
。

　

相
互
に
訪
問
団
を
派
遣

し
、
調
査
を
進
め
て
い
る

状
況
で
あ
る
が
、
そ
の
経

緯
と
今
後
の
展
開
は
。

　

湖
南
市
と
の
交
流
に

よ
っ
て
期
待
す
る
こ
と
は
。

青
亀

　
　
　
　
　
　

国
か
ら
産

業
振
興
課

長
を
迎
え
て
１
年
２
ヶ
月

が
過
ぎ
た
。

　

農
業
政
策
が
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
す
る
今
、
願
っ

て
も
な
い
人
事
で
あ
る

が
、
町
の
ト
ッ
プ
に
は
戦

略
が
な
い
の
か
、
こ
れ
と

い
っ
た
成
果
が
見
え
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
成
果
を
ど

う
評
価
し
て
い
る
の
か
、

今
後
の
期
待
は
。

奥
田

　
　
　
　
　
　

前
向
き
に
自

分
の
人
生
を

切
り
開
い
て
い
く
よ
う
な
意

識
改
革
に
つ
な
げ
る
有
効
な

研
修
機
会
を
実
施
し
た
い
。

　

ま
た
、
若
者
が
集
え
る
場

を
多
く
提
供
し
、参
加
を
き
っ

か
け
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
高
め
、
自
分
の
魅
力

を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
若
者
が

増
え
て
い
け
ば
、
元
気
な
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い

く
も
の
と
期
待
す
る
。

町
長

　
　
　
　
　
　

国
の
事
業
で

あ
る「
農
地
・

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」

に
、
老
朽
化
し
た
農
業
用
施

設
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め

の
事
業
が
追
加
さ
れ
た
。
本

町
の
農
業
基
盤
を
守
っ
て
い

く
た
め
に
、
地
域
協
議
会
・

関
係
団
体
と
連
携
し
て
こ
の

事
業
に
取
り
組
む
。

　

ま
た
産
業
振
興
課
長
に

は
、
異
な
っ
た
視
点
や
発
想

に
よ
り
、
農
業
政
策
の
課
題

を
洗
い
直
し
、
残
さ
れ
た
時

間
の
な
か
で
確
か
な
対
応
策

を
実
行
し
て
い
く
こ
と
を
期

待
す
る
。

町
長

　
　
　
　
　
　

①
交
流
を
行

う
こ
と
自
体

が
話
題
性
が
あ
り
、
本
町
の

Ｐ
Ｒ
・
観
光
振
興
に
つ
な
が

る
。

②
福
祉
、
男
女
共
同
参
画
、

行
政
運
営
な
ど
で
本
町
に
な

い
事
例
や
参
考
に
な
る
事
例

の
研
究
・
情
報
収
集
に
つ
な

が
る
。

③
ス
ポ
ー
ツ
や
青
少
年
育

成
、
文
化
面
で
の
町
民
・
市

民
の
交
流
。

④
災
害
時
の
相
互
応
援
。

⑤
物
産
の
Ｐ
Ｒ
、販
路
拡
大
、

将
来
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
持

ち
味
を
活
か
し
た
農
商
工
連

携
を
す
す
め
、「
元
気
な
ま

ち
づ
く
り
」
に
結
び
つ
け
た

い
。 町

長

何をを期待するのかするのか
　
　
　
　
　
　

今
年
度
、

専
門
の
担

当
職
員
が
配
置
さ
れ
、
結

婚
対
策
会
議
で
結
婚
を
支

援
す
る
17
団
体
の
グ
ル
ー

プ
も
組
織
さ
れ
、
体
制
が

整
っ
た
。

　

会
員
登
録
や
、
婚
活
イ

ベ
ン
ト
予
定
、
ま
た
啓
発

内
容
な
ど
現
時
点
で
の
状

況
は
。

　

独
身
者
、
親
御
さ
ん
へ

浜
本

北栄町図書館の湖南市コーナー

青亀　恵一

奥田　伸行

浜本　武代

学
ぶ
と
こ
ろ
多
い

課
長
が
ん
ば
れ

願
い
の
か
な
う
ま
ち

国宝の善水寺（湖南市）国宝の善水寺（湖南市）

北栄町図書館の湖南市コ ナ

友好交流協定調印式友好交流協定調印式式

北栄町

湖南市

結
婚
を
願
う
独
身
者

結
婚
を
願
う
独
身
者

答「
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
」

み
ん
な
結
婚
をを

の
人
生
設
計
、
覚
悟
・
決

断
な
ど
の
研
修
、
そ
し
て

地
域
で
支
え
一
緒
に
喜
び

合
え
る
よ
う
に
。
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農業政策

答「異なった視点と発想に期待」
町長の戦略戦略は

まちづくり まちづくり



給
食
調
理
の
民
間
委
託

役
場
職
員　

地
域
活
動
に

山下　昭夫
石丸　美嗣

そ
の
後

そ
の
後
のの
検
討
検
討
はは

参
加
参
加
し
て
し
て
い
る
か

い
る
か

答「
多
く
の
職
員
が
活
動
」

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

　
　
　
　
　
　

交
付
金
は
、

自
治
会
運
営

に
活
用
さ
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、
実
際
何
に
使
う
の
か
と

い
っ
た
確
認
は
不
要
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
自
治
会

運
営
に
活
用
さ
れ
た
か
ど
う

か
に
つ
い
て
の
把
握
は
必
要

で
あ
り
、
そ
れ
を
確
認
す
る

も
の
と
し
て
自
治
会
会
計
の

決
算
書
及
び
予
算
書
の
提
出

を
お
願
い
し
て
い
る
。
交
付

金
の
収
入
状
況
が
決
算
書
な

ど
で
容
易
に
確
認
で
き
る
よ

う
な
記
載
を
し
て
い
た
だ
く

よ
う
各
自
治
会
へ
お
願
い
し

て
い
く
。

町
長

石
丸
美
嗣
議
員
・
長
谷
川
昭
二
議
員

石
丸
美
嗣
議
員
・
長
谷
川
昭
二
議
員

山
下
昭
夫
議
員

山
下
昭
夫
議
員

　
　
　
　
　
　

給
食
調
理

の
民
間
委

託
に
つ
い
て
、「
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
統
合
後
の

運
営
状
況
な
ど
を
見
な
が

ら
、
調
理
部
門
の
民
間
委

託
を
進
め
る
の
か
ど
う
か

を
検
討
す
る
。」
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
が
、
検
討
状

況
は
。　

　

ま
た
、
偽
装
請
負
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
基
準

で
検
討
し
て
い
る
か
。

長
谷
川

　
　
　
　
　
　

町
か
ら
自

治
会
に
支

払
わ
れ
る
交
付
金
は
、「
自

治
会
の
運
営
や
防
災
活
動

そ
の
他
自
主
的
な
地
域
づ

く
り
活
動
」
な
ど
に
対
し

て
交
付
す
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
自
治
会
運

営
交
付
金
は
、
均
等
割 

４
万
円
＋
世
帯
数
×
千

円
、
事
務
費
分
千
円
×
世

帯
数
と
な
っ
て
い
る
。

　

貴
重
な
財
源
が
交
付
さ

れ
て
い
て
も
、
地
区
住
民

に
知
ら
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
一
部
の
人
に
渡
っ
て

い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
少
な
く
と
も
、
自
治

会
の
決
算
・
予
算
書
に
町

か
ら
の
交
付
金
の
収
入
が

記
載
さ
れ
た
資
料
の
提
出

を
求
め
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
。

石
丸

答「
資
料
を
収
集
中
」

　
　
　
　
　
　

役
場
職
員

が
地
域
の

住
民
と
し
て
社
会
貢
献
活

動
、
地
域
づ
く
り
の
活
動
、

自
治
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
消
防
団
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
活
動

に
ど
れ
く
ら
い
参
加
し
て

い
る
か
把
握
し
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
町
民
の
地
域
活

動
を
応
援
し
て
い
く
用
意

が
あ
る
か
。

山
下

　
　
　
　
　
　

地
域
住
民
と

し
て
自
治
会

活
動
に
参
加
し
、
自
主
的
な

地
域
づ
く
り
活
動
に
も
積
極

的
に
参
加
す
る
な
ど
、
多
く

の
職
員
が
自
治
会
活
動
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
、
消
防
団
活
動
、

地
域
で
の
行
事
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
参
加
し

て
い
る
。
今
後
、
よ
り
一
層

増
え
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

　

町
民
の
自
主
的
な
地
域
づ

町
長

ア
イ
デ
ア
を
出
さ
せ
よ

み
ん
な
の
お
金
だ

長谷川昭二

ち
ょ
っ
と
待
っ
た

雪害松林清掃ボランティア

く
り
活
動
へ
の
参
画
の
支

援
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
活

発
化
を
促
進
、
地
域
活
動
の

核
と
な
る
人
材
の
育
成
の
た

め
に
、
今
年
度
か
ら
生
涯
学

習
出
前
講
座
を
推
進
中
。
ま

ち
づ
く
り
に
参
加
し
た
い
と

思
う
人
の
割
合
を
、
現
状
の

53
％
か
ら
平
成
32
年
度
に
は

75
％
に
す
べ
く
、
努
力
し
て

い
く
。

天神川一斉清掃

　
　
　
　
　
　
　

現
在
は
、

資
料
や
情

報
を
収
集
し
て
い
る
。

　

ど
の
程
度
の
公
費
負
担
部

分
の
経
費
が
削
減
で
き
る

か
、
安
心
・
安
全
な
給
食
の

提
供
を
保
障
す
る
た
め
に

は
、
業
者
選
定
の
明
確
な
指

標
と
な
る
項
目
を
決
定
し
て

お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

偽
装
請
負
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
委
託
業
者
に
お
い

て
、
調
理
導
線
表
や
調
理
工

教
育
委
員
長

程
表
を
作
成
す
る
こ
と
の
基

本
ル
ー
ル
を
遵
守
す
る
こ
と

で
、
委
託
業
者
の
独
立
性
と

専
門
性
を
確
保
す
る
こ
と
が

必
要
。

給食おいしいね !!
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自治会への交付金

住民住民がが知らない知らない
答「容易に確認できるよう指導」

行政のあり方 行政のあり方

？

！
契約上では請負という形を取っているが、その実態は労働者を注文主の管理下へ常駐させ、注
文主の指揮命令の下に業務をさせる行為。「労働基準法第６条（中間搾取の排除）」に抵触する。「偽装請負」とは



あれから
  どうなった？
再提出された　ふるさと館収支計画
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長谷川昭二

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

　
　
　
　
　
　

こ
の
法
改
正

で
は
、
要
支

援
者
が
利
用
で
き
な
い
地
域

支
援
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
も
利

用
可
能
と
な
り
、
よ
り
充
実

し
た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

　

本
町
は
要
介
護
認
定
率
が

高
く
、
介
護
保
険
料
も
高
く

な
っ
て
い
る
。
平
成
22
年

度
は
、
保
険
料
が
不
足
し

１
４
０
０
万
円
の
借
り
入
れ

を
行
っ
て
い
る
。
第
５
期
介

護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に

当
た
っ
て
は
、
新
た
な
要
介

護
認
定
者
が
増
え
サ
ー
ビ
ス

料
が
増
加
し
な
い
よ
う
、
介

護
予
防
重
視
の
施
策
を
充
実

さ
せ
る
し
か
な
い
と
考
え
る
。

町
長

長
谷
川
昭
二
議
員

　
　
　
　
　
　

介
護
保
険

法
の
改
定

案
で
「
要
支
援
」
と
認
定

さ
れ
た
多
く
の
高
齢
者
へ

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
、
市

町
村
独
自
の
判
断
に
よ
っ

て
切
ら
れ
る
恐
れ
が
あ

る
。ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　
「
も
う
こ
れ
以
上
保
険

料
を
引
き
上
げ
な
い
で
ほ

し
い
、
自
己
負
担
を
心
配

し
な
い
で
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。」
と
い
う
、

被
保
険
者
の
思
い
に
応
え

る
考
え
は
な
い
か
。

長
谷
川

弱
者
を
守
れ

敬老会の様子

2525
年年
も
か
け
て
返
済
？

返
済
？

　

３
月
議
会
で
、
青
山
剛
昌
ふ
る
さ
と
館
の
入
館
者
数
減
に
よ
る
収

入
不
足
か
ら
借
金
返
済
が
困
難
と
な
り
、
一
般
会
計
か
ら
ふ
る
さ
と

館
特
別
会
計
へ
１
億
３
０
０
万
円
を
繰
り
出
す
こ
と
と
し
た
。

　

附
帯
決
議
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
運
営
並
び
に
収
支
の
再
検
討
が

行
わ
れ
た
。
計
画
で
は
、
集
客
促
進
の
取
り
組
み
を
行
い
な
が
ら
、

今
後
25
年
を
か
け
て
一
般
会
計
に
返
済
す
る
。

入館者数の再試算

区　分 有　　料
入館者数

入館料
収　入

単　年　度
収支見込み

返済完了
見 込 み

当　初 70,000人 3,780 万円 700万円 平成38年度

再試算 52,872人 2,746 万円 440万円 平成47年度

新
た
な
展
開

　

当
初
計
画
し
て
い
た
入
館
者
数
７
万
人
を
、
直
近

１
年
間
の
入
館
者
数
実
績
を
参
考
に
し
て
再
試
算

し
、
よ
り
現
実
的
な
返
済
計
画
を
示
し
た
。
な
お
、

入
館
者
数
の
目
標
は
６
万
人
と
し
て
い
る
。

○ 

週
刊
少
年
サ
ン
デ
ー
誌
面
で
の
イ
ベ
ン
ト
記
事
掲

載
。

○ 

国
際
マ
ン
ガ
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
県
の
マ
ン
ガ
王
国
の

取
り
組
み
や
、
中
部
地
域
全
体
で
の
取
り
組
み
を

活
か
し
た
集
客
促
進
。

○ 

イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ
の

手
刷
り
に
よ
る
費
用

削
減
。

○ 

県
内
機
関
中
心
の
営

業
活
動
に
方
向
転
換
。

○ 

町
内
団
体
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
た
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
。

○ 

北
栄
町
の
観
光
拠
点

と
し
て
、
地
域
に
貢
献

し
て
い
く
。

収
支
の
見
直
し

運
営
の
見
直
し

て
い
く

　

議
会
と
し
て
も
、
今
後
の
運
営
状
況
を
注
視
し

な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
館
が
よ
り
盛
り
上
が
っ
て
い

く
よ
う
イ
ベ
ン
ト
参
加
、
Ｐ
Ｒ
な
ど
一
生
懸
命
協

力
し
て
い
き
ま
す
！

活
か

た
集
客
促
進

○○○○

こ
け
な
い
か
ら
だ
講
座

ふるさと館のマリオネット

ふるさと館に再現された青山先生の仕事部屋

議会だより北栄 22号
2011/7月発行 14

介護保険サービスの向上

答「値上げせずには無理」「値上げせずには無理」
見直し見直しへのへの対応対応はは

行政のあり方
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表
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写
真

す
い
か
な
が
い
も
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
「
マ
マ
お
い
し
い
ね
」

   

７
月
３
日
撮
影

　

す
い
か
長
い
も
健
康
マ
ラ

ソ
ン
大
会
で
は
、
梅
雨
空
を

吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
老
若
男

女
の
力
走
に
大
き
な
声
援
が

送
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
振

る
舞
わ
れ
た
ス
イ
カ
を
食
べ

た
人
た
ち
か
ら
は
、「
甘
く

て
お
い
し
い
」
と
感
嘆
の
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

  

さ
て
、
議
会
だ
よ
り
の
編

集
で
は
、
議
会
の
様
子
が
き

ち
ん
と
伝
わ
り
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
声
が
反
映
さ
れ
て
い

る
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
か

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
は
、
議
会
報
告
会
の

様
子
を
特
集
と
し
て
取
り
上

げ
て
い
ま
す
。
貴
重
な
ご
意

見
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

報
告
会
以
外
で
も
、
ご
意
見

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

長
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伸
行

Tel （0858）37-2445
Fax（0858）37-5339
E-mail　gikai＠e-hokuei.net

次の定例会は９月 です。

傍聴・ご意見お待ちしています。

北栄町議会HP

湖南市との友好交流に期待して

情
報
交
換
の
場
に

 

北
栄
町
自
治
会
長
会　
　
　
　
　
　
　

 

会
長  

山
信　

幸
朝
（
国
坂
浜
）

　

湖
南
市
区
長
会
と
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
湖
南
市
の
自
治
会
加
入
率
は
年
々
低

下
し
、
現
在
76
％
、
そ
の
た
め
加
入
推
進

プ
ラ
ン
策
定
に
向
け
て
ア
ン
ケ
ー
ト
、
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
設
立
な
ど
自
治
会
活
性

化
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
北
栄
町
自
治
会
長
会
の
あ
り
方

と
し
て
、
行
政
か
ら
一
方
通
行
の
情
報
提

供
だ
け
で
な
く
、
自
治
会
同
士
の
情
報
交

換
の
場
と
し
て
、
ま
た
自
主
的
に
活
動
し

て
い
け
る
話
し
合
い
の
場
と
し
た
い
。

未
来
へ
の
か
け
橋
に

 

北
栄
町
商
工
会
長　

山
田　
　

準

  

７
月
15
・
16
日
湖
南
市
商
工
会
へ
役
員

研
修
に
行
っ
た
。

  

地
域
資
源
と
い
う
点
か
ら
観
光
と
い
う

線
へ
、
そ
の
魅
力
を
広
範
囲
に
広
げ
浸
透

さ
せ
て
い
く
た
め
特
産
品
の
開
発
は
不
可

欠
。
取
り
組
み
の
結
果
、
米
に
代
わ
る
伝

承
食
『
い
も
つ
ぶ
し
』
を
開
発
、
22
年
よ

り
商
品
化
し
、
販
促
や
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

  

今
の
時
代
、
商
工
会
だ
け
の
活
動
で
は

お
ぼ
つ
か
な
い
。農
商
工
連
携
を
念
頭
に
、

行
政
と
一
緒
に
な
っ
て
地
域
の
発
展
と
振

興
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

由良川下流からの眺め（瀬戸方面）

平成23年7月 平成22年10月
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